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春
陽
会
会
報 

䥹
昭
和
33
年
10
月
5
日
䥺 

 
 

 

䥹
44
䥺 

  

一
䣍
供
出
画
の
件
報
告 

 
 

○
供
出
画
は
諸
氏
の
御
努
力
に
よ
り
充
実
し
た
作
品
が
一
〇
〇
％
近
く
集
ま
り
ま

し
た
が
䣍
こ
の
供
出
画
を
集
め
る
の
に
会
報
十
二
号
よ
り
䣍
多
い
人
は
四
䣍
五

回
通
知
を
出
し
ま
し
た
䣎
こ
の
様
な
事
は
事
務
的
に
も
又
全
員
足
並
み
を
揃
え

る
上
で
大
変
な
手
数
で
す
䣎
今
後
は
確
実
に
規
定
を
守
䣬
て
頂
き
ま
す
䣎 

 
 

 
 

本
年
度
の
供
出
画
は
一
応
こ
れ
で
終
り
䣍
来
年
度
は
昭
和
三
十
三
年
度
分
䣍

三
十
四
年
度
分
を
ま
と
め
て
展
覧
会
終
了
後
提
出
し
て
頂
き
ま
す
か
ら
䣍
予
め

御
承
知
お
き
下
さ
い
䣎 

 
 

○
前
事
務
所
䥹
南
大
路
一
事
務
所 

昭
和
三
十
一
年
九
月
七
日
䦅
三
十
三
年
十
二
月
迄
䥺
よ

り
の
申
送
り
事
項
と
し
て
䣍䣓
作
品
供
出
不
可
能
の
場
合
は
一
䣿
年
分
と
し
て
一

万
五
千
円
を
納
入
の
事
䣎
供
出
作
品
は
原
則
と
し
て
八
号
䣍
六
号
と
し
䣍
版
画

部
は
二
枚
と
す
る
䣎
又
右
号
数
提
出
不
可
能
の
場
合
は
十
五
号
䣍
二
十
号
で
二

䣿
年
分
と
し
䣍
三
十
号
を
三
䣿
年
分
と
す
る
䣔
と
な
䣬
て
お
り
ま
す
䣎
又
本
年

度
よ
り
六
十
歳
以
上
の
方
は
供
出
画
の
提
出
は
任
意
と
し
ま
す
䣎 

 

二
䣍
春
陽
会
三
十
五
周
年
記
念
祝
賀
会
の
お
知
ら
せ 

 

本
年
度
は
春
陽
会
創
立
三
十
五
周
年
に
当
り
䣍
本
展
並
に
各
支
部
展
も
盛
会
裡

に
終
了
し
ま
し
た
䣎
こ
こ
に
之
を
記
念
し
併あ

わ

せ
て
新
会
員
䣍
新
準
会
員
䣍
新
会
友

諸
氏
の
歓
迎
会
を
兼
ね
て
䣍
左
記
に
よ
り
祝
賀
会
を
催
し
ま
す
の
で
䣍
御
家
族
御

同
伴
の
上
䣍
万
障
お
繰
合
せ
御
出
席
下
さ
る
様
お
待
ち
申
上
げ
ま
す
䣎 

 

尚
会
場
準
備
の
都
合
も
あ
り
同
封
は
が
き
で
出
欠
の
有
無
を
十
月
二
十
日
迄
に

到
着
す
る
様
洩
れ
な
く
御
返
信
下
さ
い
䣎 

 

記 

○
日
時 

 

䥹
昭
和
三
十
三
年
䥺
十
月
二
十
六
日
䥹
第
四
日
曜
日
䥺 

午
後
五
時
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

尚
䣍
当
日
は
午
後
一
時
よ
り 

四
谷
駅
前 

主
婦
会
館
に
於
て
研

究
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
䣎 

 
 

 
 

○
会
場 

 

日
比
谷
公
園 

 

松
本
樓 

 
 

 
 

○
会
費 

 

一
人 

五
百
円 

 
 

 
 

○
余
興 

 

吉
田
謙
吉
構
成
演
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

尚
䣍
御
出
席
皆
様
の
余
興
も
大
歓
迎
致
し
ま
す
䣎 

以
上 
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